
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決

議

平

成

二

十

五

年

六

月

十

二

日

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会

政
府
は
、
両
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で

あ
る
。

一

今
回
新
設
さ
れ
た
減
災
等
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
国
民
に
広
く
そ
の
意
味
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
共
有
化
を
図
る

こ
と
。

二

災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
に
お
い
て
は
、
人
の
生
命
及
び
身
体
の
保
護
を
最
優
先
と
し
て
、
人
的
資
源
及
び
資
機
材
を
集

中
的
に
投
入
す
る
こ
と
。

三

大
規
模
災
害
発
生
時
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
対
応
が
漏
れ
な
く
、
か
つ
、
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
平

素
よ
り
、
関
係
府
省
・
部
局
の
適
切
な
業
務
分
担
及
び
密
接
な
連
携
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等
の
既
存
の
組
織
の
法
的
位
置
付
け
の
明
確
化
、
更

に
は
救
難
・
救
援
そ
の
他
災
害
対
応
に
係
る
活
動
を
一
元
的
に
指
揮
及
び
調
整
す
る
権
限
を
持
つ
組
織
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
る
こ
と
。



四

災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
に
よ
り
住
民
等
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
関
係
す
る
組
織
で
広
く
共
有
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
救
難
・
救
援
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
こ
と
。

五

地
域
住
民
の
被
災
状
況
の
把
握
・
管
理
、
配
慮
事
項
等
の
情
報
の
共
有
化
な
ど
、
き
め
細
か
な
被
災
者
支
援
の
た
め
に
は
、

情
報
通
信
技
術
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
町
村
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
提
案
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
「
地
区
防
災
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
災
害
の
リ
ス
ク
を
自
治

体
と
共
通
認
識
と
し
、
現
実
的
な
防
災
対
策
を
共
同
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

七

災
害
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
生
活
物
資
を
み
だ
り
に
購
入
し
な
い
よ
う
国
民
へ
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
素

よ
り
、
そ
の
目
的
及
び
趣
旨
を
国
民
に
周
知
す
る
な
ど
、
国
民
が
理
解
に
基
づ
き
、
冷
静
に
対
処
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

お
く
こ
と
。

八

避
難
所
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
、
高
齢
者
、
難
病
・
障
が
い
者
、
子
ど
も
、
女
性
等
に
必
要
な
生
活

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
要
配
慮
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
て
避
難
所
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
、
国
と
し
て
適
切
な
支
援
を
行

う
こ
と
。

九

市
町
村
長
が
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
情
報
を
消
防
機
関
等
の
関
係
者
に
提
供
す
る
際
に
、
遺
漏
や
個
人
情
報
の
取
扱

い
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
と
し
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
避
難
支

援
等
関
係
者
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。



十

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
活
動
の
更
な
る
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
こ
れ
ら
の
活

動
の
受
入
れ
・
調
整
等
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
体
制
を
自
治
体
が
整
備
で
き
る
よ
う
、
国
と
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
。

十
一

今
後
の
大
規
模
か
つ
広
域
な
災
害
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
課
程
を
含
め
た
大
学
等
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充

実
、
防
災
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
長
期
的
な
育
成
の
促
進
、
国
及
び
自
治
体
に
お
け
る
防
災
の
専
門
家
の
適

切
な
配
置
等
に
よ
り
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

十
二

罹
災
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
支
援
に
ま
ず
必
要
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
発
行
の
迅
速
化
と
証
明
内
容
の

信
頼
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
市
町
村
に
対
し
被
害
調
査
体
制
の
強
化
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
。
加
え
て
、
関
係
行
政

機
関
の
間
で
罹
災
証
明
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
広
域
間
調
整
を
行
う
な
ど
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

十
三

災
害
多
発
時
代
に
備
え
、
地
域
防
災
を
担
っ
て
い
る
自
治
体
職
員
や
市
町
村
消
防
の
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

十
四

国
に
よ
る
復
興
基
本
方
針
の
策
定
及
び
被
災
都
道
府
県
に
よ
る
復
興
方
針
の
作
成
並
び
に
被
災
市
町
村
等
に
よ
る
復
興

計
画
の
作
成
に
お
い
て
は
、
被
災
住
民
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
え
て
お
く
こ
と
。

十
五

復
興
対
策
本
部
に
つ
い
て
は
、
同
本
部
が
司
令
塔
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
省
庁
の
縦
割
り
を
排
し
た
一

元
的
な
復
興
施
策
を
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
東
日
本
大
震
災
で
の
取
組
を
検
証
し
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
。



十
六

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
一
般
的
な
枠
組
み
に

加
え
、
災
害
の
規
模
、
被
害
状
況
、
地
域
の
特
性
等
に
応
じ
、
か
つ
、
被
災
地
の
要
望
を
踏
ま
え
、
柔
軟
な
制
度
の
運
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、
法
制
上
の
措
置
を
含
め
た
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
七

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
状
況
及
び
被
災
自
治
体
の
財
政
等
に
留
意
し
、
迅
速
な

復
旧
及
び
復
興
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
自
治
体
の
負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
財
政
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や

か
に
必
要
な
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
。

十
八

近
年
の
公
共
事
業
の
削
減
等
に
よ
り
自
治
体
の
土
木
系
職
員
や
専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
状
況

に
鑑
み
、
災
害
復
旧
・
復
興
に
資
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
人
材
の
育
成
等
マ
ン
パ
ワ
ー
の
強
化
に
向
け
た
取
組
に
適
切
な

支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。

十
九

残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
を
重
ね
、
必
要
に
応
じ
て
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


